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原
発
事
故
訴
訟
控
輯
蕾
が
績
審

判
決
は
来
年
l
月
東京高裁

塞
璽
鴬
費
1
原
発
事

故
で
婿
罵
県
か
ら
本
県
な
ど
に

避
難
し
た
住
民
ら
が
国
と
東
電

に
損
蕾
賠
償
を
求
め
た
民
蔓
翫

訟
控
訴
審
の
口
頭
弁
論
が
9

日
、
墓
基
盤
叡
(
星
琵
毘
謁

長
)
で
開
か
れ
、
馨
し
だ
。

判
決
は
菜
年
1
月
親
日
。
同
種

の
欝
馨
で
判
決
期
日
が
決
ま

っ
た
の
は
初
め
て
。

壁
属
鰭
愚
見
陳
述
で
、
家

族
と
の
離
別
や
失
職
、
子
ど
も

の
い
じ
め
な
ど
醸
し
た
原

告
の
竃
壕
を
訴
え
、
癖
聾
者

の
状
況
を
十
分
に
抽
選
J
展

望
の
詩
て
る
睡
鰭
額
を
認
蓮
し

て
騒
し
い
」
薫

国
側
は
事
故
堅
剛
の
抱
麓

と
藩
鞍
の
科
学
的
疑
見
に
照
ら

せ
ぼ
、
原
子
力
掲
鰯
機
関
の
判

断
過
横
に
看
過
し
が
な
い
過
誤

・
欠
落
は
な
か
っ
空
と
予
見

可
能
性
を
否
定
。
東
電
澱
は
愚

見
陳
述
し
な
か
っ
た
。

攫
襲
愚
、
2
○
○
2
年
に

大
津
波
を
謹
告
し
た
国
の
馳
麗

予
測
「
長
期
評
価
」
の
僑
頼
性

な
ど
が
争
点
。
瀧
寵
蓄
ら
が
全

国
各
地
で
起
こ
し
た
集
団
訴
訟

で
最
初
の
判
決
と
潜
っ
た
1
了
年

3
月
の
一
謹
撰
擬
議
は
国
と

東
電
の
騒
擾
買
値
を
認
め
、
6
2

人
に
計
3
8
5
5
万
円
の
支
払

い
を
命
じ
た
。

そ
の
後
塵
ロ
の
う
ち
約
筆

数
が
一
審
の
賠
償
額
を
木
版
と

し
て
控
訴
。
国
と
東
電
も
そ
れ

ぞ
れ
控
訴
し
た
。

原
子
力
損
害
購
償
欝
馬
弁
護

団
に
よ
る
と
、
同
様
の
集
団
訴

訟
繋
馨
が
2
月
に
仙
台
高
裁

で
結
審
し
た
。
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